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■活動の内容

新家壮年団は、新家で生まれ育った壮年代メ

ンバーを中心に地域の諸問題に取り組み、住民

相互の扶助・親睦・福祉・健康等「地域貢献」

を目的に活動しています。

今回は、自治会と連携した「防災教室」を企画、

その様子を視察しました。

□日時 令和５年９月１７日（日）１０時半～１２時
□場所 新家集会所（中川区・新家地区）
□参加人数 １４名

■活動の様子

会場は住宅街の中に佇む地域住民の集会所。団

体代表村上さんからの挨拶を皮切りに「防災教

室」が始まりました。講師は中川区消防署署員

の方。最初は名古屋市の救急体制の現状、その

後、地震、最近頻発する異常気象（線状降水帯

など）の話しへ。「いつもは６分で駆けつける

救急車。大災害では６時間どころか１日経って

も到達できないことも」「消防署員が救助に

行っても、住民の顔は分からない。近所での日

頃のコミュニティが命を救う！」など、自助・

共助・公助それぞれの役割と「共助」の重要性

についての講義に、参加者皆さん、時に頷きな

がら、熱心に耳を傾けてみえました。

平常時から一人一人が必要な知識や危機意識を

持ち、地域全体で自主防災組織活動を展開して

いく必要性を住民に周知する、充実した内容で

した。今後、団体の活動が世代を超えた地域住

民に浸透していくことを期待しています。
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